
学校番号 113 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高校生の美術３ （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ 

・美術・アートの社会的なあり方と現代社会との関わりを学び理解していく。 

・芸術は技術と知識を伴うが、そのことの学びは必ずしもそれらが万能ではない。自分との関わ

りにおいて美であり術であることに意味を見出さねば何にもならない。そのことについて制

作・オリエンテーションを通して理解を深めていきます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・表現についての認識をより一層深める。他者、違う時代の芸術を学び、精神性を理解していく。 

・絵画についての専門的知識を学ぶ。絵の魅力について考える。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a,美術への関心・意

欲・態度 
b,発想や構想の能力 c,創造的な技能 d,鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

様々なアートにつ

いて概念を理解す

る。 

展覧会や他の芸術

に関心をもつ。 

 

進んで創造的な発

想をもてる。 

イメージやアイデア

がスムーズに作品化

されるよう努力する。 

 

よりアピールする能

力を養う。 

専門的技術を理解

し制作できるよう

になる。 

過去の美術史への

造詣を深め、文化的

教養を養う。 

評
価
方
法 

制作の様子 

 

作品 

作品 作品 

説明の理解度 

ワークシート 

作品 

合評会 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現   

c:技能       d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

白
黒
で
描
く 

・木炭デッサン 

顔・手・木 

・パステル画 

人物・自画像・自

然物 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 ○ 

 

 ○ 

a. 写実表現の基礎を理解している。 

b. 表現力が深化されている。 

c. 美しい仕上げができている。 

d. 自己評価力がある。 

 

制作態度 

 

作品 

２
学
期 

色
彩
演
習 

・顔を描く 

 

・体のパーツを描く 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a. 補色関係が理解できている。 

b. 絵画的魅力がだせている。 

c. よく観察して表現されている。 

d. 自己評価力がある。 

制作態度 

 

作品 

３
学
期 

絵
画
の
基
礎
知
識 

・絵画・アート鑑賞 

 

・写真と絵画の関

係性 

 

・なぜ絵画が存在し

続けるか 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 ○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 a. 多様なアートに進んで興味を持ってい

る 

b. 芸術における興味深さ（インタレスト）

とはなにかを自分で考え意見が言える 

c. なぜ絵画（平面）表現が存続するのか

を議論できている 

授業態度 

 

作品・合評

会 


